
浦安の舞
と　
き:

平
成
二
十
四
年
五
月
十
日

と
こ
ろ:

志
木
市
本
町
二
丁
目

敷
島
神
社
境
内

　

荘
重
・
典
雅
な
「
浦う
ら
や
す安
の
舞ま
い

」
が
奉
納
さ
れ
た
。

　

浦
安
の
舞
は
、
近
代
に
作
ら
れ
た
神
楽
で
、
昭
和
天
皇
の
御
製

「
天あ
め
つ
ち地
の
神
に
ぞ
祈
る
朝
な
ぎ
の
海
の
ご
と
く
に
波
た
た
ぬ
世
を
」
が

そ
の
歌
詞
と
な
っ
て
い
る
。

　

緋
袴
を
着
け
た
、
伝
統
的
な
白
地
の
装
束
で
、
檜
扇
と
鈴
を
持
っ
て

踊
る
本
格
的
な
群
舞
は
、
敷
島
神
社
の
大
祭
に
豪
華
な
彩
り
を
添
え
た
。





























浦安の舞　敷島神社


